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日本国際文化学会第 22 回全国大会 

集合シンポジウム 

世界の中の日本と日本の中の世界 

 

2023 年 7 月 8 日（土） 

15 時 30 分から 17 時 30 分まで 

会場：DS101（DS ホール） 

 

基調報告(1) 

田中優子（法政大学） 

布のちから 

 

基調報告(2) 

タイモン・スクリーチ（国際日本文化研究センター） 

江戸時代における日本の 250 年間の海外交流史 

 

コーディネーター 

鈴村裕輔（名城大学） 
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田中優子（法政大学名誉教授・前総長、江戸東京

研究センター特任教授） 

 

法政大学社会学部教授、国際日本学インスティ

テュート（大学院）運営委員長、社会学部長、

総長を歴任。専門は日本近世文化・アジア比較

文化。研究領域は、江戸時代の文学、美術、生

活文化。『江戸の想像力』で芸術選奨文部大臣新

人賞、『江戸百夢』で芸術選奨文部科学大臣賞・

サントリー学芸賞。その他多数の著書がある。

江戸時代の価値観、視点、持続可能社会のシス

テムから、現代の問題に言及することも多い。

2005 年度紫綬褒章。サントリー芸術財団理事、

『週刊金曜日』編集委員、TBS『サンデーモーニング』のコメンテーターもつとめる。近著

に『苦海・浄土・日本―石牟礼道子 もだえ神の精神』『遊廓と日本人』。 

 

 

タイモン・スクリーチ（国際日本文化研究センター研究部教授） 

 

オックスフォード大学（東洋学）卒業後、ハーバ

ード大学で修士号及び博士号（いずれも美術史）

を取得。ロンドン大学アジア・アフリカ研究学

院教授を経て現職。専門分野は江戸時代の歴史・

美術史。江戸時代の視覚文化や美術史、解剖学

史、身体論、春画などに関する著書が多数あり、

近著に The Shogun’ s Silver Telescope 

(Oxford University Press, 2020)及び Tokyo 

before Tokyo (Reaktion Books, 2020)がある。

英国学士院フェロー、ロンドン市名誉市民。 

 

 

  

基調講演者略歴 
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(1) 田中優子／布のちから 

 

江戸時代の着物の素材である布に注目すると、当時の国際関係が浮かび上がってくる。

布生産の技術は、決して一つの地域に閉じられたものではなかった。また、高度な技術産

品が輸出され、また輸入されることにとどまったわけでもなかった。新しい技術が開発さ

れると、技術そのものが次々と伝播していったのである。 

日本の場合、長い間、貴族の衣類は中国から輸入される生糸を、庶民の衣類は麻を素材

としていた。インドから中国、朝鮮に渡った木綿栽培の技術は、日本に定着しなかったか

らである。しかし 16 世紀になると、中国や朝鮮の影響を受けて、日本でも少しずつ木綿

が栽培されるようになり、江戸時代には全国で木綿栽培と綿布の生産が広まり、木綿問屋

もできた。 

その変化には、オランダ東インド会社の船が日本に入ってくるようになったことが、背

景にある。その積荷には中国の生糸絹織物とともに、インド木綿が含まれていた。日本の

職人はインド木綿の糸の細さ、更紗と呼ばれる綿布の文様、そして糸染めによる縞木綿に

魅了された。紡ぎ方を改良し、着物に適したしなやかな織物を織るようになった。更紗と

いう、白木綿に文様を染める方法をインドから学び、糸を染めてから縞に織る方法も学ん

だ。それらの技術導入によって、日本の着物は全く新しい展開を遂げるようになったので

ある。 

もう一つ江戸時代に起こったことは、刺繍や染めによって、絹織物に豊富な文様を施し

たことである。平安時代には「襲の色目」という、色の取り合わせで自然を表現したが、

江戸時代初期には、刺繍と絞り染めで文様を描き、その後、布に直接絵を描く友禅染めが

開発された。その過程で、多くの生地がヨーロッパに輸出され、ヨーロッパ人のガウンや

ドレスになった。 

その過程で、独特な着物も誕生した。「風景の着物」である。広げると一枚の風景画に

なるような衣類は、世界のどこにもない。国際交流と独自性の両方がなされた江戸時代の

布世界を紹介したい。 

  

基調講演要旨 
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(2) タイモン・スクリーチ／江戸時代における日本の 250 年間の海外交流史 

 

30 年程前に私が江戸学を始めた頃は、江戸といえば「鎖国」という考えがありました。

まずその前提を受け入れないと、オランダ商館や大陸からの書物輸入などの議論は難しか

ったように覚えています。現在の江戸学は随分変わりました。まず「鎖国」という言葉自体

が外来語だということが分かっています。オランダ語からの翻訳であり、そのオランダ語も

英語からの翻訳であるばかりでなく、英語の表記そのものもラテン語からの翻訳でした。江

戸時代の人がもし「鎖国」という言葉を聞いたとしても、その意味はさっぱり分からなかっ

たはずです。「海禁」という言葉は当時知られていました。これは最終的に江戸幕府による

政策にもなりましたが、もともとは明朝の政策であり、決して江戸に独特なものではありま

せんでした。 

今日の発表では、上記の詳細を紹介したうえで、二つの具体的な文化交流例を紹介したい

と思います。その一つは江戸以前に来日したフランシスコ・サビエルについてです。没後、

イエズス会はザビエルの聖人化を試みます。キリスト教では、人は奇跡を起こさないと聖人

になり得ません。サビエルが起こした奇跡という大変ユニークなお話を紹介します。二つ目

は日光東照宮に関することです。陽明門の前に三基のオランダ灯篭が置いてあるというこ

とはよく知られています。この灯篭についての新しい解釈をご紹介いたします。 


